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平成 28 年 10 月 18 日 

近畿日本鉄道株式会社 

 

大阪線河内国分駅で発生した鉄道人身障害事故について 

 

１．概要 

   平成 28年 10月 16日（日）11時 8分ごろ、大阪線鶴橋駅から榛原行き区間準急（6両編成）に 

ご乗車されていた視覚に障害をお持ちのお客様は、同列車が河内国分駅 1 号線で後続の特急列車

を待避するため停車中、同列車の 1 両目から一人でホーム上に出た後、2 号線に転落した。 

   一方、2 号線を通過しようとした大阪上本町発鳥羽行き特急（4両編成）の運転士は、ホーム区

間に進入直後、ホームと進行方向左側のレールとの間に影を認め、直ちに急停止の処置および気

笛を吹鳴するとともに防護無線を発信した。列車が影に近づくにつれ、それが人であることが判

明したが、間に合わず列車前面左方下部と接触し、停車した。 

 

２．見取り図 

 

３．その他 

 （１）当該お客様には、女性のお客様 2名が付き添っておられた。 

 （２）当該お客様は白い杖を使用していなかった。 

 （３）当該お客様が視覚に障害をお持ちとの情報は、付添いのお客様からの証言による。 

 （４）同駅ホームには非常通報装置が設置されているが、他のお客様による操作はされなかった。 

（５）同駅ホームには視覚障害者誘導用ブロック（警告ブロック・誘導ブロック）は設置されてい

るが、内方線は設置されていない。 

以 上 

1号線

２号線

下りホーム

上りホーム

４号線

３号線

伊勢中川寄り大阪上本町寄り

8.0m

待合室 EV

お客様が転落していた位置
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報道発表資料 

京浜急行電鉄株式会社 

三菱重工業株式会 社 

                        ２０１６年１０月１４日 

                                                    

 

  

 

  

京浜急行電鉄株式会社（本社：東京都港区，社長：原田 一之，以下 京急電鉄）では，三菱

重工グループの三菱重工交通機器エンジニアリング株式会社（本社：広島県三原市，社長：坂本 

一秀，以下 ＭＨＩ－ＴＥＳ）が開発を進めてきた「マルチドア対応ホームドア（以下，「どこ

でもドア®」という。）」の実証実験を 2016 年（平成 28 年）10 月 24 日（月）始発電車から京急

久里浜線三浦海岸駅において約１年間実施いたします。 
この「どこでもドア®」は，これまで課題であった，ドア数やドア位置などが異なる車両が運

行する路線に対応するホームドアとして開発を進めているもので，車両改修を必要とせず地上設

備のみでホームドア開閉の連携が可能な「地上完結型連携システム」を採用しており，営業路線

において，実際に稼働させるのは全国で初となります。 

今回の実証実験は，ＭＨＩ－ＴＥＳが国土交通省鉄道局の鉄道技術開発費補助金の支援を受け

て行われるもので，「どこでもドア®」の安全性および耐久性，ならびに「地上完結型連携システ

ム」の安定性について検証を行います。 

京急電鉄では，本実証実験に協力するとともに，今後ホームドアの設置を含む，より一層のホ

ーム安全対策を実施してまいります。 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料配布先   

 国土交通記者会，ときわクラブ，横浜経済記者クラブ，横須賀市政記者クラブ 

※この資料に関するお問い合わせ 

 京急電鉄  総務部広報課    尾原・中野     TEL． ０３－３２８０－９１２９ 

三菱重工業 広報部広報グループ 松原・渡部      TEL． ０３－６７１６－２１６８

三浦海岸駅に設置された「どこでもドア」 10 月 24 日（月）より実験稼働予定 
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新たなタイプのホームドアの技術開発事例

○車両扉位置の相違やコスト低減等の課題に対応可能な新たなタイプのホームドアの技術開発

方 式 戸袋移動型 昇降バー式 昇降ロープ式 昇降ロープ式（支柱伸縮型） マルチドア対応ホームドア

開発主体 （株）神戸製鋼所
（株）高見沢

サイバネティックス
日本信号（株） 西日本旅客鉄道（株）

三菱重工交通機器
エンジニアリング（株）

概 要

特 徴

戸袋が移動することにより、
異なる扉位置の車両や
オーバーランに対応

ドア部分を昇降するバーやロープとすることにより開口部を
広くし、異なる扉位置の車両やオーバーランに対応
ホーム基礎の補強工事を簡素化することにより設置コスト
を低減

ドア部分を昇降するロープとする
ことで開口部を広くし、異なる扉
位置の車両やオーバーランに対
応
支柱を伸縮式とすることでホーム
端の見通しを確保

ホームドアの開閉位置を変
えることにより、異なる扉位
置の車両に対応
車両改造を必要とせず、地
上センサーによりホームドア
の開閉を自動化

現地試験
等

西武新宿線新所沢駅にて現
地試験実施
【Ｈ２５．８～Ｈ２６．２】

相鉄いずみ野線弥生台駅に
て現地試験実施
【Ｈ２５．１０～Ｈ２６．１０】

東急田園都市線つきみ野駅
にて現地試験実施
【Ｈ２５．１０～Ｈ２６．９】

ＪＲ桜島線桜島駅にて現地試験
実施【Ｈ２５．１２～Ｈ２６．３】

ＪＲ東海道線六甲道駅にて試行
運用【Ｈ２６．１２～Ｈ２７．３】

京急久里浜線三浦海岸駅（２
ドア車と３ドア車が混在）にて
現地試験実施
【Ｈ２８．１０～】

実用化に
向けた動き

等

ＪＲ八高線拝島駅にて試行導
入（ＪＲ東日本）
【Ｈ２７．３～】

下降時の支柱高さを抑えて
ホーム端の見通しを確保した
新たなタイプを開発中

ＪＲ東海道線六甲道駅での試行
運用の結果、実用化可能との判
断により、同駅において継続設置
【Ｈ２７．４～】

ＪＲ東海道線高槻駅にて稼働中
【Ｈ２８．３～】

４ドア

３ドア

２ドア

下降時

上昇時

下降時

上昇時

戸袋
下降時

上昇時
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